
平成２２年度全国障害者技能競技大会の結果及び平成２６年度全国障

害者技能競技大会(アビリンピック)の本県開催について 

 

１ 全国アビリンピックについて 

  全国アビリンピックは、障害者の技能競技大会として、昭和４７年から毎年開催

（主催：（独）高齢・障害者雇用支援機構・開催地都道府県） 

 

２ 平成２２年度神奈川大会（平成２２年１０月１５日～１７日）の結果 

    ○ 参加選手 ２２種目 ２７３人 

  洋裁    家具  ＤＴＰ 機械ＣＡＤ 建築ＣＡＤ 電子機器組立 

   義肢  歯科技工  データベース ワード・プロセッサ ホームページ 電子回路接続 

ビルクリーニング フラワーアレンジメント 製品パッキング パソコン操作 パソコン組立 コンピュータプログラミング 

パソコンデータ入力   縫製    木工   喫茶サービス 

       ゴシック職種は愛知県参加種目 

 

    ○ 本県参加・入賞状況                                         （人） 

      大会の開催状況           本県の参加・入賞状況 

     競技  競技 全 国参加 参加     

 開催市      金賞 銀賞 銅賞 合計  

 種目  種目 順 位  選手 選手     

 第32回           
 273  11    3    1    1    5  

平成２２年 
神奈川県 22種目 11種目  2位 

          

 第31回           

 
平成２1年 

茨城県 

 

21種目 

 

 276
 

 7種目

 

  7
 

   1 
 

   1 
 

   
 

   2 
 

10位 

 

(参考) 

 第30回           

 
平成２0年 

千葉県 

 

20種目 

 

 246
 

 6種目

 

  6
 

   1 
 

   3 
 

   1 
 

   5 
 

 2位 

 

(参考) 

第３２回大会入賞種目 

  金賞…機械ＣＡＤ（アイシン精機）、電子機器組立（デンソー）、 

          ワードプロセッサ（中部電力） 

    銀賞…木工（春日台職業訓練校） 

銅賞…縫製（春日台職業訓練校） 

 

 

 

 

 



３ 平成２６年度全国障害者技能競技大会(アビリンピック)の本県開催の取組につ

いて 

(1) これまでの経緯 

    21 年 9 月 25 日 県議会代表質問において平成 26 年度大会の誘致正式表明 

10 月 21 日 参加企業・団体関係者等で構成する基本構想検討会議設置 

    22 年 3 月 17 日 基本構想とりまとめ 

 4 月 9 日 開催要請文及び基本構想を厚生労働省・主催団体に提出 

10 月 19 日 開催地決定 

10 月 29 日 参加企業・団体関係者等で構成する開催準備委員会設置 

           （委員名簿別紙） 

11 月 8 日  「神奈川大会」成績優秀者知事表敬訪問 

11 月 13～14 日 あいち技能プラザ２０１０（吹上ホール） 

技能五輪・アビリンピックメダリスト実演、トークショー 

11 月 25 日 愛知県職業能力開発促進大会の場で開催決定アピール 

 

(2) 全体スケジュール 

 ２２年度  ２３年度  ２４年度  ２５年度  ２６年度  

  推進組織 準備委員会   推進協議会    

  計画策定  基本計画  実施計画    

  選手強化      

  広報・啓発      

 

(3) 開催準備委員会における主な意見要旨（アビリンピック関係） 

 ○ 技能五輪とアビリンを同時開催すると、どうしてもアビリンが埋没してしま 
う可能性が大きいので、配慮が必要。 

 ○ 神奈川大会では、愛知は全体の半分の種目（１１種目）しか出場できなかった。

２６年度の愛知大会には全職種出場できるよう努力したい。 

 ○ アビリンピックの知名度はまだまだ十分ではない。愛知大会を契機に障害者の就

労支援につなげてもらいたい。 

 ○ 全国大会に出るには、県大会で金を取らなければならないが、高校生が社会人に

勝つのは難しい。高校生にとって、全国大会に出場することは、自信がつき励みに

もなるので、愛知大会では人数の枠を増やしてもらうとありがたい。 
 
(4) 今後の県大会における種目の拡大 

  平成２３年度は、製品パッキングやデータベースなどの種目を拡大する予定であ

る。 


